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Psychological discord and development of Foster parent 
――With new concept “D.F.telling (Disturbing fact relevance around telling)”――
Teruhisa Okuda (School of Education, Meisei University, Tokyo 191-8506 , Japan)
Yoshikazu Hamaguchi (Faculty of Human Sciences, University of Tsukuba, Tsukuba 305-8577 , 
Japan)
Present study has two purposes. One is to develop a hypothetical model on foster parent’s 
psychological development which they experience throughout the period of fosterage. Another purpose 
is to present the first evidence which supports the validity of new concept ‘Disturbing fact relevance 
around telling’  ,which is peculiar phenomenon to Japanese foster parents and which is broader concept 
than preexisting concept ‘telling’. ‘Telling’ means foster parents confession to their foster children that 
they aren’t real parents. On the other hand, ‘second telling’   means foster parents’ confession to their 
foster children and sometimes to their significant figures (e.g. teachers, neighbors, relatives, etc.) 
that the parent-child relationship is not real and terminable one. Because it is difficult for children to 
understand their special parent-child relationship, foster parents often need to explain the relationships 
repeatedly. In this study, eighteen foster parents were interviewed in semi-structured manner. As a 
result of the M-GTA analysis, 112 concepts, 31 categories, and 8 category groups were extracted. 
These results will contribute to new Japanese fosterage system.









































































































































































































































ステップ 1 2 人 ・里親歴20年以上　実子養育経験ありの里父母　実子は成人
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解 除 に 向
かって
99
措置解除に向かっての里子への里
親の思い
措置解除という制度上の課題について，里親として里子に伝えねばな
らないことや里親の考え
100
措置解除に向かっての里子の気持
ち
措置解除という制度上の期限に直面し，里子がもつ家族の一員として
の思い
101 措置解除後の里子への思いやり 18歳満年齢解除後の里親の里子を思う気持ち
?????????
至福を感じ
るひと時
102 里子養育を楽しむ 里親をしていることを何かにつけポジティブにとらえること
103
里親をやっていてよかったと感じ
る瞬間
労苦も多い里子養育だが，里親になってよかったと意義を感じる時の
こと
配偶者への
信頼と感謝
104 配偶者への信頼感 里親養育を最も身近で支えている相手を信じる気持ち
105 里母の養育姿勢への感謝と尊敬 里子と接する時間が長い分，苦労も多い里母への里父の感謝
106 里父の不確かな記憶
里父の，里子への関わりの中で事実関係の記憶があいまいになってい
ること
里子への慈
愛の日々
107 里親の里子への愛情表現 日常生活の中で里親が里子に示す愛情の表出
108 里親の愛情を受けた里子の反応
里親から日々の中で与えられている愛情について里子なりに表現する
こと
里親養育か
ら教訓を得
る
109
幼児委託には体力も精神力も必要
と知る
乳幼児の養育は，端で見るより簡単ではなく，体力が必要ということ
110
周囲に里子養育の応援団をつくる
重要性
身寄りの少ない里子は，多くの人に支えられているという気持ちで孤
立しないことが大切ということ
111 里親になろうと思った初心に帰る
里親生活の中でつらいことがあった時，最初になろうと決意した気持
ちを思い出すこと
112 里子養育の失敗を前向きに考える
里子を預かって養育に失敗した経験を次の養育に活かせばよいという
考え方
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低学年前後）した時点で出自の秘密にふれ，真実告
知を行う場面がめぐってきていた。中には真実告知
の意味内容が理解できず，おりに触れ何度も聞き直
す里子もおり，里親はその都度繰り返し真実告知を
行っていた。里子が里親子の関係を理解できる年齢
である場合，受託開始時に伝達行為がなされる。こ
の一つとして，最初に家に来た際に，里子の呼び名
を本名にするか通称名にするかを決める行為等で示
された。そして，里子を受け入れたことについて地
域に紹介している。思春期を迎えると，里親は里子
が実親に会いたいかどうかという気持ちを確認する
場面に直面する。そして里親養育が満18歳で終了
（児童相談所による措置解除）する有期の関係であ
ることと，措置解除後に関連する里親の里子への思
いを伝える場面となる。
Table 3-1～3-4に示す通り，真実関係の伝達は，
里子を家庭に迎え入れる前後から始まって措置解除
前までの期間に，実に多様な場面でさまざまな相手
に対して実行されていた。真実告知は年齢が若いう
ちに行うほうがよいことは前述したとおりだが，本
研究の結果からも，受託時の年齢が高く，真実告知
の必要がなかったステップ 3の対象者と，まだ里子
が乳幼児でその時期に達していない 2人を除いた 8
人のうち，真実告知が小学校低学年の段階で済んで
いる里親は 6人（75％）いた。これは従来の知見と
一致する結果である。
真実関係の伝達に直面したとき，里親はどのように
対応するのか
里子を対象とした真実関係の伝達に伴う心理的困
難の主要なものについて述べる。
特に受託開始時に里子が幼かったなどの理由で里
親子の関係の説明がなされていなかった場合，里親
はその後への心理的な葛藤を背負うこととなる。例
えば，第 1に「里子は私たちを実の親子と思ってい
るのに，いつかはそうでないことを伝えなければな
らない」という葛藤である。こうしたことに里親は，
「機が熟する」のをじっと待ち，機が熟したと判断
したら，なるべく衝撃を和らげるような時と場所を
設定し話をするなど，里子への影響に十分配慮した
上で真実関係の伝達を行っていた。
第 2には，里子が幼くて真実関係の伝達について
断片的にしか理解することができていないとわかっ
た場合，里親は里子の理解力や年齢に応じて根気よ
く繰り返し里子に説明していた。これは「真実告知
は一回だけでなく，その後の継続的な里子との関わ
り，story-telling（語り聞かせ）によって形成され
るもの」という古澤（2005）の指摘と一致する。一
方，血縁関係（「父母」という存在が，目の前にい
る里親のことを父母と呼ぶこととは別に一般的には
血縁関係を基本としているとすると）そのものにつ
いて，里子の年齢によっては里子に理解を得るのは
難しいと考えられる。この点は里親子支援の実務上
の留意点の中ではあまり指摘されてこなかっただけ
に，本研究による重要な知見と言えよう。　
第 3には，里子が思春期を迎え，実親の生活ぶり
を知りたがった時に，すでに実親が再婚している等
もあり，実親の状況を伝えていいものか，里親は苦
悩することがある。里子には実親への幻想が，里親
には子育てへの思いこみがある場合もあり，児童相
談所の実務担当者が間に入り的確なケースワークを
展開しなければならない場面である。 第 4には，
里子が出自の秘密を里親から明かされた後，思春期
に荒れ，里親は大きな困難を経験することである。
これに対しては【思春期の里子を育てる難しさ】C. 
G.に含まれる一連の対応がなされる。しかし，里
子が手をつけられない状態になり限界を感じた場
合，児童相談所に一時保護を依頼する等で里子との
関係に冷却期間を設ける対応は，里親養育の振り返
りにとり重要である。里子を児童相談所に一時保護
されることについては実務の中では「『養育力がな
いと思われ，二度と里子を受託できない不安感にか
られる』と，否定的に考える里親もいる」とも言及
があった。一方では，この経験を「今後に活かせば
良い」と前向きに考える里親もいることが本研究で
は明らかになった。あらためて社会的養護体系の中
で実施する里親制度は本来，社会全体で子どもを支
えていくことが大前提である（古川，2007；柏女，
2001他）と記したい。行政は里親の失敗を前向きに
受け止め，地域を含めた開かれた養育を通じて応援
することが大切である。諸外国では里親制度を「実
親へ戻すまでの短期的保育型」という考えに基づき
「子どもは社会の共有財産」（古川，2007；柏女，
2001）としている。限界を見極めることは決して里
親として失格ではないことを行政等が伝えていくた
めのヒントが，里親の言葉の概念化から本研究でも
示唆された。
次に里子以外を対象とした真実関係の伝達をめぐ
り里親が経験する心理的葛藤と対応についてふれて
おく。
紙面の都合上割愛しているが，里親の心理的な葛
藤は，対里子だけではなく，先ず「里親になりたい」
と考えている気持ちをパートナーにどう伝達する
か，理解してもらえるだろうか，という場面から発
生している。また乳児院等での里子候補との交流中
に施設や児童相談所からどのように評価されている
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のだろうか聞いてみたいが怖くて直接は尋ねられな
い，と考えている。この二つの例は里子が対象では
ないが，ともに伝達すべき相手であり，「伝達した
いが相手に伝達できない」という点で，これも広義
の真実関係の伝達と本研究では考えていることを付
記しておきたい。また実子に関することでは，里子
を家庭に迎えることは，実子のためにもきょうだい
ができてよいことと当初思っていた里親でも，実子
の赤ちゃん返りなどにとまどいを示す。これに対し
て里親は実子の気持ちを汲み取り，実子にも今まで
以上に愛情を注ぐことで実子の動揺を収めようとす
る。これは幼少期の実子との関係性にとどまらず重
要な視点と推察される。
近親者，近所の人々，教育関係者など周囲の関係
者達に関しては，里子受託開始時に真実関係の伝達
をしても，近親者からの非支持的態度や地域や知人
等の偏見や誤解・差別に悩まされることがある。こ
れに対しては，繰り返し説明し，理解を求める。し
かしなお理解が得られない場合は，憤りの気持ちを
地域に向けて発信したり，里子の気持ちに寄り添う
対応，地域や知人等の詮索・偏見等を気にしない対
応をとるに至る。以上の里親の里子養育上の心理的
葛藤を Figure 1に示す。
本研究の意義
平成28年 6 月，児童福祉法が改正され，家庭養護
の重要性があらためて明記された。加えて平成29年
8 月には，国により「新たな社会的養育ビジョン」
が発出され，家庭養護（里親等）を強力に推進して
いくこととなった。国の家庭養護の推進に向かい，
行政機関・民間事業者等の連携上の課題や役割分担
は何か，この機を捉え本論文を示すことは家庭養護
の中における里親制度推進に向けて一つの示唆を与
えると考える。
本研究の限界
以上に見たように本研究により，真実関係の伝達
の主要な場面と，それに直面した時に里親が経験す
る困難と対応について多くの仮説的知見を得ること
ができた。しかしながら，本研究の調査対象者には，
措置解除を待たずに里親をやめてしまった人はほと
んど含まれておらず，本研究によって得られた知見
が主に里子養育のいわば「成功者」のデータから導
き出されていることには注意を要する。そのため，
今回の知見には方法論的限定を加え，主にこうした
サンプルによくあてはまるものである可能性が高い
ことを指摘しておく。今後は里子の養育から措置解
 Figure 1.　里親養育全期間における里親の心理的葛藤。
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除より前にドロップアウトした事例などを集め，よ
り一層仮説モデルを精緻化する必要があろう。ま
た，里父・里母それぞれの役割・性差の違いによる
分析や実子の有無による心理的葛藤の差の詳細等に
ついても検討されていない。こうした点を含め，仮
説的知見の妥当性の検証を続けていく必要があろ
う。
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